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「マスク着用を必要としない」場合も。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止
するため，学校生活では，３密を避けるなど新
しい生活様式に留意するとともに，マスクを着
用して全ての教育活動を行ってきました。
先日，政府における「新型コロナウイルス感

染症対策の基本的対処方針」が変更されたこと
を受け，文部科学省は，学校生活における児童
生徒のマスク着用について特に留意すべき点を
まとめまました。その内容が県教委・市教委か
ら示されましたので，以下にお知らせします。

⑴ 屋外の運動場に限らず，プールや屋内の
体育館を含め，体育の授業の際には，マス
クの着用は必要ない。その際は，児童生徒
の間隔を十分確保する。

⑵ 運動部活動についても，体育の授業に準
じつつ，近距離で組み合ったり接触したり
する運動をはじめ活動の実施に当っては，
各競技団体が作成するガイドライン等も踏
まえて対応する。（各部活動毎に指導。）

⑶ 熱中症リスクの高い夏場においては，登
下校時にマスクを外すよう指導するなど，
熱中症対策を優先し，マスクの着用は必要
ない。ただし，会話をしながら登校する際
はマスク着用を推奨する。

⑷ 公共交通機関を利用する場合は，マスク
を着用するなどの感染対策が必要である。

≪マスク着用の基本的な考え方≫

保護者の皆様へのお願い

熱中症予防の観点から「マスクの着用を必要
としない場合もある。」と指導していきますが，
２年間以上に渡ってマスクを着用する生活が続
いてきましたので，マスクを外すことに不安を
抱く生徒もいると思います。画一的な指導では
なく，個別に柔軟に対応してまいりますので，
各御家庭におきましても，マスク着用の場面等
について確認してくださるようお願いします。

屋内 屋外 屋内 屋外

会話を行う 着用を推奨する 着用の必要はなし 着用を推奨する 着用を推奨する

会話をほとん
ど行わない

着用の必要はなし 着用の必要はなし 着用を推奨する 着用の必要はなし

身体的距離が確保できる 身体的距離が確保できない

生徒個々の意見を生徒会が集約し，提案。
生徒心得（校則）を一部見直しました

※学校生活に工夫・改善を図りながら，
明るく，元気に過ごしていきましょう。

※ 生徒指導委

会での検討及

び原案作成

※ 職員会議で

の審議･決定

※ 生徒へ通知

(6/3生徒朝会）

生徒手帳の記載内容 今後の対応

・校区外へ外出する際 ○削除する

① は，原則として制服を ただし，時と場合によっ

着用します。 ては制服を着用する。

（例：学校代表として参加）

・髪型は，モヒカンの ○髪型は，極端に一部を

② ように一部を刈り上げ 刈り上げたり，伸ばした

たりしません。 りはしません。

・制服の更衣期間は原 ○制服の更衣について

③ 則として次のとおりで は，年間を通して自分の

す。 体調に合わせて，夏服，

中間服，冬服を着てかま

いません。ただし，以下

の表を更衣の目安としま

す。また，儀式的行事や

学校行事においては，制

服をそろえる場合もあり

ます。

黒木優香 先生（音楽）
・本校H27年度卒業

・5/30(月)～6/17(金)

村田光哉 先生（技術）
・本校H27年度卒業

・6/ 6(月)～6/17(金)

→ 教師を目指して一生懸命頑張ります。

生徒の皆さん，どうぞよろしくお願いします。

生徒総会(5/10)で出された「見直してほしい」意見

① 校区外での制服着用
② 男子の頭髪規制（モヒカン）の表現
③ 制服の更衣期間の限定

夏   服  ５月～９月
中間服  ５月・10月
冬   服 10月～５月

夏   服  ５月～９月
中間服  ５月・10月
冬   服 10月～５月


